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会
員
皆
様
お
待
ち
か
ね
の
ヱ
ｊ
九
周
年
の

つ
ど
い
」
は
六
月
十
三
日
（
土
）
に
決
ま
り
、

早
く
も
準
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は

「
戦
中
戦
後
の
日
記
に
学
ぶ
」
。
前
年
度
日
記

塾
で
発
表
さ
れ
た
五
人
の
研
究
を
中
心
に
展

示
、
講
話
で
戦
争
を
め
ぐ
る
庶
民
の
暮
ら
し
．

生
き
方
を
様
々
な
角
度
で
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
た
好
評
連
載
の
内
に
今
号
で
最
終
回
を

迎
え
た
古
川
喜
代
子
さ
ん
に
講
演
・
展
示
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
会
員
の
皆
様

に
お
会
い
で
き
ま
す
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
来
年
は
二
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
活

動
の
歴
史
を
振
り
返
り
反
鍔
し
つ
つ
、
新

た
な
展
望
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
時
で
す
。

二
十
周
年
記
念
事
業
を
二
つ
計
画
し
、
新
た

な
準
備
を
始
め
ま
し
た
。

二
十
周
年
を
め
ざ
し
て

一

活
動
始
ま
る

代
表
・
島
利
栄
子
ず

★
二
つ
の
事
業

一
つ
は
当
会
が
保
存
す
る
日
記
資
料
の
目

録
化
で
す
。
圭
屋
十
部
の
田
中
祐
介
さ
ん
の
科

学
研
究
費
を
あ
て
て
貰
い
、
島
宅
に
あ
る
約

三
千
点
の
日
記
資
料
を
一
つ
一
つ
点
検
し
、

目
録
を
作
成
し
て
全
貌
を
把
握
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。
昨
年
九
月
よ
り
始
め
て
す
で

に
五
回
を
重
ね
ま
し
た
。
月
一
回
島
宅
に
青

年
部
を
中
心
に
十
人
ほ
ど
が
パ
ソ
コ
ン
持
参

で
み
え
、
熱
心
に
一
日
六
時
間
の
作
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
会
の
二
十
年
間
の
活
動
を
ま

と
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
「
日
記
ろ
ま

ん
」
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
（
す
で
に
六
十
一

口
写
を
開
き
、
日
記
塾
（
す
で
に
七
十
七
回
）

の
資
料
を
紐
解
き
、
山
の
様
な
写
真
や
展
示

物
と
格
闘
し
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
は
月
一

回
島
宅
に
集
ま
り
コ
ッ
コ
ッ
と
作
業
を
開
始

し
ま
し
た
。
こ
れ
も
昨
年
九
月
よ
り
開
始
、

一

｜

罫
す
で
に
五
回
を
重
ね
ま
し
た
。

す

★
今
後
の
展
望

島
宅
は
手
ぜ
ま
で
す
が
、
時
に
は
二
十
名

を
超
え
る
含
貝
が
集
ま
り
、
地
道
な
根
気
の

い
る
作
業
を
通
し
て
、
従
来
活
動
の
中
心
で

あ
っ
た
熟
年
層
と
青
年
部
な
ど
の
若
い
人
達

が
交
流
を
深
め
、
自
然
体
で
理
解
し
合
う
場

が
構
築
さ
れ
る
の
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で

再
Ｊ
ｂ
Ｌ

再
Ｊ
ｂ
Ｌ

鍾認2
隠
一

一
写

亭苛

ごう
P

l､、

弓
ｖ
令
や

1コ
～

島宅で'菫型悪手響〆、

P寺

f=

す
。
激
論
が
交
わ
さ
れ
、
笑
い
声
が
溢
れ
、

世
代
間
の
譲
り
と
は
こ
の
よ
う
な
も
の
な
の

だ
と
実
感
で
き
ま
す
。
ず
っ
と
夢
み
て
き
た

「
日
記
の
館
」
の
姿
も
こ
の
よ
う
な
も
の
で

あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
十
周
年
に
は
二
つ
の
事
業
を
や
り
遂

げ
、
会
員
の
皆
様
と
共
に
祝
い
あ
え
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で
す
。
ど
う
か
皆
様

の
さ
ら
な
る
ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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＝冨逃ご‐
今
年
の
「
ち
ょ
っ
と
早
い
研
修
娠
一
溌
雪

は
十
一
月
十
二
日
、
千
葉
県
市
川
市
八
幡
地

区
周
辺
を
訪
ね
ま
し
た
。
市
川
は
重
皐
の
東

隣
、
古
代
に
は
下
総
国
の
国
府
と
し
て
文
化
、

政
治
の
中
心
地
で
あ
り
、
江
戸
時
代
に
は
江

戸
川
、
利
根
川
の
舟
運
河
港
と
し
て
江
戸
へ

の
出
入
り
で
賑
わ
い
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か

け
て
は
多
く
の
文
化
人
や
文
士
も
住
み
、
ま

た
陸
軍
の
軍
事
施
設
も
置
か
れ
て
軍
都
と
し

て
も
栄
え
ま
し
た
。
現
在
は
都
心
へ
三
十
分

と
い
う
便
利
さ
と
緑
の
多
い
環
境
が
人
気
の

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。

参
加
者
約
二
十
名
、
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

平成26年

研
修
会
・
ち
ょ
っ
と
早
め
の
忘
年
会

古
い
歴
史
と
文
学
の
町

市
川
八
幡
周
辺
・
典
）

水木洋子邸内

や
ぶ

ア
ガ
イ
ド
さ
ん
の
案
内
で
ま
ず
「
八
幡
の
薮

し
ら
ず

不
知
」
へ
。
今
は
小
さ
な
茂
み
で
す
が
昔
は

大
き
な
森
で
入
る
と
平
将
門
の
崇
り
で
出
ら

れ
な
く
な
る
と
い
う
伝
説
が
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
京
成
電
車
の
踏
切
を
渡
っ
て
松
の
大

木
が
所
々
に
残
る
住
宅
地
を
「
水
木
洋
子
邸
」

へ
向
か
い
ま
し
た
。
昭
和
三
十
年
頃
映
画
や

ド
ラ
マ
の
脚
本
家
と
し
て
活
躍
し
た
水
木
洋

子
は
市
川
を
愛
し
「
ひ
め
ゆ
り
の
塔
」
「
浮
雲
」

「
女
の
一
生
」
な
ど
た
く
さ
ん
の
名
作
が
こ

の
家
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

和
洋
折
衷
の
家
に
は
家
具
や
衣
類
、
食

器
な
ど
も
そ
の
ま
ま
、
当
時
の
日
本
人
の
蟇

松
本
喜
美
子

公孫樹の巨木
－索一

ら
し
を
祐
佛
と
さ
せ
ま
す
。
こ
こ
で
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
親
切
に
説
明
し
て
く
れ

ま
し
た
。
次
に
訪
れ
た
の
は
葛
飾
八
幡
宮
、

か
ん
ぽ
う

寛
平
年
間
今
か
ら
千
年
以
上
も
前
に
京
都

い
わ
し
み
ず

の
石
清
水
八
幡
宮
を
分
祀
し
た
の
が
始
ま
り

と
か
、
源
頼
朝
も
武
運
長
久
を
祈
っ
た
と
い

う
下
総
第
一
の
鎮
守
社
で
す
。
千
本
い
ち
ょ

う
と
呼
ば
れ
る
境
内
の
公
孫
樹
の
巨
木
は
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
、
天
保
年
間
に
出
さ

れ
た
「
江
戸
名
所
図
会
」
に
も
記
述
が
見
え

や
し
ろ

ま
す
。
古
い
社
、
一
面
の
黄
色
い
公
孫
樹
の

蓋
渠
と
大
輪
の
鉢
が
並
ぶ
菊
花
展
、
こ
れ
ぞ

日
本
の
秋
の
鎮
守
様
と
い
う
風
情
で
し
た
。

こ
の
近
く
に
住
ん
で
い
た
の
が
永
井
荷
風

で
す
。
晩
年
を
過
ご
し
最
後
は
今
で
い
う
孤

独
死
状
態
で
発
見
さ
れ
た
家
や
、
そ
の
頃
足

繁
く
通
っ
て
い
た
和
食
堂
の
大
黒
家
、
老
作

水木洋子邸前にて

家
を
偲
び
つ
つ
細
い
路
か
ら
眺
め
ま
し
た
。

大
分
歩
い
て
お
腹
も
減
っ
て
き
た
頃
忘
年

今
瑁
痂
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
味
雅
」
に
到
着
、
今

年
一
年
へ
の
感
謝
と
来
年
へ
の
精
進
を
願
っ

て
乾
杯
！
美
味
し
い
中
華
料
理
を
頂
き
な

が
ら
次
か
ら
次
へ
と
話
が
弾
み
ま
し
た
。
特

ｐ
ふ
寺
つ
こ

別
参
加
？
の
小
薗
会
員
の
長
女
楓
子
ち
ゃ

ん
（
一
歳
）
も
持
参
の
ベ
ビ
ー
フ
ー
ド
で
上

機
嫌
、
皆
の
人
気
を
独
占
し
て
い
ま
し
た
ね
。

食
事
の
後
は
御
当
地
市
川
に
因
ん
だ
ク
イ

ズ
。
ラ
市
川
を
通
る
鉄
道
（
Ｊ
Ｒ
、
私
鉄
等
）

は
何
本
？
」
「
三
本
！
」
「
四
本
だ
ろ
？
」
「
武

蔵
野
線
だ
っ
て
あ
る
ぞ
！
三
塁
塞
邑
趣
だ
っ

て
」
…
：
．
ま
さ
に
侃
々
誇
々
、
正
解
は
六
本

で
し
た
。
一
同
あ
ら
た
め
て
首
都
圏
の
交
通

網
の
発
達
に
び
っ
く
り
。
ま
だ
ま
だ
ク
イ
ズ

は
続
き
そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
に
正
解
し
た
人
は

景
品
を
ゲ
ッ
ト
し
て
ニ
コ
ニ
コ
顔
で
し
た
。

い
ろ
い
ろ
楽
し
い
企
画
を
考
え
て
下
さ
っ
た

幹
事
さ
ん
あ
り
が
と
う
！

今
年
は
毎
月
の
例
会
に
も
新
会
員
が
増
え

て
嬉
し
い
こ
と
で
す
が
、
来
年
は
こ
の
研
修
へ

亡
潭
丈
云
に
も
ぜ
ひ
御
参
加
下
さ
い
ね
。
そ
れ

で
は
皆
さ
ん
「
ご
き
げ
ん
よ
う
！
」
。

Ｐ
Ｓ
私
事
で
恐
縮
で
す
が
市
川
は
私
の

祖
父
母
が
晩
年
を
送
っ
た
所
で
、
七
十
年
前

小
学
生
の
私
は
毎
建
夏
休
み
に
は
兄
弟
と
と

ん
ぼ
を
追
い
か
け
た
り
真
間
川
で
釣
り
を
し

た
り
田
園
生
活
を
満
喫
し
ま
し
た
。
久
方
ぶ

り
の
市
川
は
駅
周
辺
に
は
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ

ひ
し
め

ン
が
並
び
、
小
さ
な
店
が
緯
い
て
い
た
一
画

は
き
れ
い
な
広
場
に
変
わ
っ
て
い
て
あ
ら
た

め
て
時
の
流
れ
を
実
感
し
た
一
日
で
し
た
。
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、

一
蹴
団
「
女
性
の
日
記
か
ら
学
ぶ
会
」
二
十
年
の

『章《

未
来
に
続
く
活
動
を
め
ざ
し
て

《一

｢地域新聞」の記事 ★
創
立
の
い
き
さ
つ

私
は
昭
和
五
十
八
年
頃
か
ら
聞
き
書
き
を

始
め
た
。
そ
の
中
で
自
分
の
書
い
た
日
記
の

処
分
に
困
っ
て
い
る
方
に
相
談
さ
れ
、
そ
の

記
録
の
素
晴
ら
し
さ
に
打
た
れ
て
「
捨
て
て

は
い
け
な
い
！
」
と
自
分
が
お
預
か
り
し
よ

う
と
思
い
立
っ
た
。
平
成
八
年
師
域
新
聞
」

の
取
材
に
「
仲
間
が
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

そ
れ
が
記
事
に
な
り
五
名
の
方
か
ら
電
話
を

貰
っ
た
。
現
事
務
局
長
・
片
岡
良
菫
琴
＠
ん
も
そ

、
１
９
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
ｊ
ｊ
Ｉ
８
１
０
９
０
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
０
０
０
Ｉ
０
Ｉ
０
０
１
０
Ｉ
Ｉ
１
０
ｌ
Ｉ
０
ｌ
ｌ
ｌ
０
Ｉ
１
０
０
０
９
１
６
ｌ
Ｉ
０
ｌ
Ｉ
０
Ｉ
０
８
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
０
１
ｌ
ｊ
１
Ｉ
Ｉ
０
０
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
ｊ
〃

、
夕

ざ
“
蝿
緊
漉
順
騨
電

■
雪
一
蓉
錘
轌
麹
澤
鍔
率

篝
卵
議

繍
蕊
雛
蕊

■
『
《
■
幸
一
■
執
守
口
■
で
●
も
↓
知
穐
磑
恥
分
①
曲
置

弓
定
範
復
今
０
究
写
寿
児
☆
今
夕
傘
や
痙
毎
吟
々
中
争
畢
璽

晒
今
吃
尾
デ
戸
」
の
昨
ア
タ
宇
屯
軍
今
宰
’
●
陣
の
毎
会

な
今
畢
竃
階
押
江
一
生
ご
ｒ
兎
＆
”
佗
胆
死
霊
寺
を
＆
、

ｓ
息
勺
亭
鼻
争
４
句
逮
斗
李
儒
長
４

Ｆ
■
■
ぞ
季
○
塁
動
雪
め
■
切

な
■
帷
夕
伊
Ｆ
ｂ
呼
星
野
険
”
ｕ
４
Ｔ
冬
獅
野
令
呼
心
ユ

″
ｆ
９
『
０
１
６
８
０
０
８
９
８
０
．
０
’
０
０
》
１
０
１
０
１
日
０
０
０
マ
８
１
８
Ｉ
Ｏ
ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｉ
ｌ
Ｏ
８
０
０
０
当
り
０
０
０
－
０
０
８
０
０
８
日
０
８
８
０
１
０
１
０
０
１
０
１
０
１
．
０
０
１
１
０
１
１
Ｉ

《
創
立
（
平
成
八
年
）
そ
し
て
初
期
の
頃
》

準備会・島宅台所で

菫墜蕊騨職遜
■
■
■
■
■
・ hi

一
一 つ

蓉 齢引

呵1

kヱ
.！
~

rR
P』E

尋
宇

今
夕
辰
、

名I別

島
利
栄
子

の
お
一
人
だ
。
更
に
私
の
親
友
五
名
を
誘
い
、

そ
の
年
の
五
月
、
合
計
十
人
で
准
唐
型
室
を
発

足
さ
せ
た
。
月
一
回
島
宅
に
集
ま
り
尽
査
を

共
に
し
つ
つ
日
記
読
み
解
き
、
活
動
の
墓
禾

作
り
を
話
し
合
い
、
同
志
的
な
思
い
を
深
め

て
い
っ
た
。
全
国
的
に
仲
間
を
集
め
よ
う
、

そ
の
た
め
に
「
つ
ど
い
」
を
催
そ
う
と
意
見

が
ま
と
ま
っ
た
。
会
の
名
前
は
再
発
性
の
日

記
か
ら
学
ぶ
会
」
に
決
め
、
「
学
ぶ
」
に
日

記
か
ら
教
え
て
頂
く
と
の
思
い
を
込
め
た
。

展
示
風
景
。
三
周
年
の
つ
ど
い
。
吉
田

得
子
日
記
・
翻
刻
ノ
ー
ト
な
ど
初
展
示

遙菫＆ グ

★
基
本
方
針
が
決
ま
る

「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
日
記
を
果
た
し
て

預
け
る
人
が
い
る
か
？
」
「
寄
託
・
寄
贈
文

書
を
交
換
す
れ
ば
安
心
な
の
で
は
」
「
会
則

や
会
報
を
作
り
遠
方
の
会
員
と
繋
が
ろ
う
」

な
ど
意
見
が
出
て
一
つ
一
つ
決
め
て
い
く
中

で
、
庶
民
日
記
を
収
集
・
保
存
・
研
究
す
る

活
動
が
日
本
で
も
珍
し
い
こ
と
を
知
り
頑
張

ろ
う
と
意
を
強
く
し
た
。

会
報
の
名
前
は
「
日
記
ろ
ま
ん
」
。
準
備

号
は
初
代
事
務
局
長
・
新
井
仁
美
さ
ん
の
手

作
り
。
編
集
部
は
木
更
津
の
姫
三
人
も
加

わ
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
。
声
伽
芸
、
つ
ど
い

の
会
場
は
八
千
代
市
の
ご
好
意
で
、
八
千
一

代
台
東
南
公
共
セ
ン
タ
ー
四
階
「
女
性
セ

ン
タ
ー
」
（
現
・
男
か
棄
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）

を
お
借
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
あ
り

が
た
か
っ
た
。
こ
う
し
て
一
周
年
の
つ
ど
い

を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

★
｜
周
年
か
ら
四
周
年
の
つ
ど
い
ま
で

平
成
九
年
五
月
十
四
日
傘
寺
「
つ
ど
い
、

雨
の
中
、
百
人
。
和
や
か
で
熱
気
あ
り
。
私

も
割
合
落
ち
着
い
て
話
せ
た
。
皆
集
中
し
て

聞
い
て
く
れ
気
持
が
よ
か
っ
た
。
銀
錯
埜
云
も

楽
し
か
っ
た
。
夜
は
三
人
が
我
が
家
に
泊
ま

る
。
山
口
県
か
ら
の
永
野
さ
ん
も
ご
一
緒
。

遅
く
ま
で
話
す
。
気
持
ち
が
昂
り
眠
れ
ず
」

（
利
栄
子
日
記
よ
り
）
。

清
水
幸
子
さ
ん
が
紅
白
の
幕
を
持
っ
て

来
、
祭
り
気
分
を
盛
り
上
げ
、
便
滕
久
恵
さ

ん
が
沢
山
の
バ
ラ
の
花
を
飾
っ
て
く
れ
た
。

私
は
言
暑
市
で
コ
ー
ス
タ
ー
を
作
り
記
念
品
に

し
た
。
温
か
い
つ
ど
い
に
な
っ
た
。

平
成
九
年
六
月
十
三
日
「
第
一
回
日
記
塾
。

二
十
五
人
参
加
。
何
と
か
鉦
菫
に
終
わ
っ
た
」

（
利
栄
子
日
記
よ
り
）
。
史
料
班
会
報
発
行

も
順
調
に
進
み
会
員
も
百
人
に
達
し
た
。

肝
心
な
日
記
も
信
濃
毎
日
新
聞
「
女
の
歳

月
」
連
載
の
た
め
の
取
材
な
ど
を
通
し
て
「
松

崎
宗
子
日
記
三
吉
田
得
子
日
記
」
「
小
林
艶

日
記
」
「
新
藤
五
十
鈴
日
記
」
昼
借
稔
日
記
」

な
ど
会
の
宝
に
な
る
貴
重
な
日
記
と
の
出
会

い
が
続
く
。
珍
し
さ
故
か
、
は
じ
め
か
ら
多

く
の
マ
ス
コ
ミ
の
方
に
紹
介
し
て
頂
い
た
。

「
二
周
年
の
つ
ど
い
」
「
三
周
年
の
つ
ど

い
」
「
四
周
年
の
つ
ど
い
」
ま
で
毎
年
新
し

い
試
み
に
挑
戦
し
多
彩
な
ゲ
ス
ト
も
お
招
き

し
た
。
ま
た
こ
の
時
期
に
、
現
在
も
活
動
の

中
心
と
な
る
西
村
榮
雄
松
杢
登
美
子
、
中

野
祐
子
さ
ん
な
ど
パ
ワ
フ
ル
な
会
員
が
加

わ
っ
た
。
展
示
は
二
代
目
事
務
局
長
・
菊
池

敦
子
さ
ん
の
手
で
美
し
い
形
が
整
っ
て
い
っ

た
。
（
次
号
に
続
く
）

８
１

京都文京大学教授西川祐子； ドラマに出演、伊藤久恵さん
さん「日記帳の歴史」 ；

日本日記クラブ会長・小谷信子さんと対談
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は
じ
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
読
み
解
き
か
ら
、

宗
子
さ
ん
の
生
活
を
、
日
記
か
ら
お
お
ま
か

に
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

《
戦
中
、
戦
争
直
後
》

（
柵
刑
計
凧
評
詞
に
汁
一
一
一
櫛
一
歳
）

当
初
は
頻
繁
に
行
っ
て
い
た
戦
地
と
の
手

紙
の
や
り
と
り
だ
が
、
戦
況
の
悪
化
に
伴
い

そ
れ
も
か
な
わ
ず
。
戦
地
の
夫
を
屋
謹
壜
フ
不

安
な
気
持
ち
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
綴
ら
れ
る
。

障
子
紙
な
ど
を
綴
じ
た
帳
面
を
使
用
。

松
崎
宗
子
さ
ん
（
松
本
市
）
の
日
記
は
、

昭
和
十
八
年
二
二
回
目
の
出
征
を
し
た
夫
誠

さ
ん
と
の
手
紙
の
や
り
取
り
の
備
忘
録
か
ら

始
ま
っ
て
い
る
。
以
来
亡
く
な
量
別
年
の
平
成

十
二
年
ま
蚕
全
撫
塞
鮒
書
き
継
が
れ
た
。

今
回
は
、
平
成
期
の
日
記
か
ら
み
る
宗
子

さ
ん
の
笙
沽
を
紹
介
す
る
。

N鼬3穆，ざ諏嚥
「
松
崎
宗
子
日
記
」

を
読
む

ｌ
平
成
期
の
宗
子
さ
ん
Ｉ

片
岡
良
美

合
が
族
で
壷
展
耒
に
従
事
》

霊
型
竺
野
祷
轆
三
歳
）

二
十
一
笙
星
に
戦
地
か
ら
無
事
戻
っ
た
誠

さ
ん
を
交
え
て
、
山
仕
事
、
壷
霊
美
養
蚕
と

家
族
で
い
そ
し
む
日
々
が
描
か
れ
る
。
大
学

ノ
ー
ト
を
見
開
き
に
一
カ
月
と
し
て
、
一
日

一
行
の
記
録
と
支
出
簿
を
記
す
日
記
の
書
き

方
が
こ
の
時
期
に
始
め
ら
れ
た
。

《
社
会
活
動
、
趣
味
の
場
で
活
躍
》

急
型
鮭
齪
沸
讓
歳
）

こ
の
時
期
、
夫
の
誠
さ
ん
が
会
社
に
勤
務

し
始
め
、
長
女
も
就
職
。
二
女
の
学
校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
を
皮
切
り
に
婦
人
会
、
地
区
会
、

ま
た
最
も
力
を
注
い
だ
軍
人
恩
給
活
動
に
関

わ
り
、
指
導
者
と
し
て
活
躍
。
自
身
も
職
を

持
つ
傍
ら
、
詩
吟
一
屋
琴
乞
修
練
。

《
夫
の
誠
さ
ん
の
死
》

（
釧
荊
廻
叶
郵
一
軌
塞
五
十
八
歳
）

誠
さ
ん
が
倒
れ
、
入
院
。
活
動
、
仕
事
を
一

休
止
し
て
看
病
に
専
念
。
病
床
日
記
を
つ
け
、

七
回
忌
に
私
家
本
気
黄
水
仙
』
出
版
。

《
再
び
積
極
的
に
社
会
参
加
》

（
鶉
垂
笠
鵡
漣
嫉
二
歳
）

誠
さ
ん
の
死
後
仕
事
や
各
種
活
動
、
趣

味
を
再
開
。
孫
の
誕
生
に
伴
い
、
家
庭
で
の

役
割
も
ふ
え
る
が
、
婦
伽
公
雲
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
軍
恩
活
動
も
さ
ら
に
活
発
に
。
新
た
に
、

老
人
福
祉
施
設
松
風
園
へ
の
慰
問
を
開
始
。

趣
味
は
、
弓
道
、
日
舞
、
民
謡
、
書
道
と
幅

広
く
行
っ
て
い
る
。

そ
し
て
宗
子
さ
ん
七
十
三
歳
の
年
の
一

月
、
平
成
と
改
元
。
こ
の
時
期
も
、
大
学
ノ
ー

ト
に
一
日
一
行
の
記
録
と
い
う
形
式
は
変
わ

ら
な
い
が
、
書
か
れ
た
内
容
が
増
え
、
法
事

や
交
際
な
ど
様
々
な
生
活
全
般
の
覚
書
も
細

か
く
記
さ
れ
て
い
る
。
年
中
行
事
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
詳
し
く
記
載
さ
れ

て
お
り
、
宗
子
さ
ん
が
行
事
を
大
切
に
守
り

続
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
畑
仕

事
や
大
好
き
な
花
つ
く
り
も
続
け
て
い
る
。

そ
の
他
の
こ
と
が
ら
を
日
記
か
ら
拾
い
、

年
ご
と
に
ま
と
め
て
宗
子
さ
ん
の
生
活
を
概

観
し
た
（
左
ペ
ー
ジ
参
照
）
。
そ
れ
を
も
と

に
、
平
成
期
の
宗
子
さ
ん
を
考
え
て
み
よ
う
。

①
趣
味
を
社
会
貢
献
に
い
か
す

平
成
元
雫
軍
恩
連
盟
の
支
部
長
を
退
任

し
、
軍
恩
活
動
の
第
一
線
か
ら
退
く
。
代
わ
っ

て
、
老
人
ク
ラ
ブ
や
地
区
文
化
祭
の
場
で
、

踊
り
を
披
露
し
た
り
、
書
を
山
皆
叩
し
た
り
と
、

趣
味
を
通
し
て
の
社
全
具
砿
に
努
め
て
い
る
。

松
風
園
へ
は
二
十
年
近
く
も
贈
り
物
を
携
え

慰
問
を
続
け
、
入
居
者
と
交
流
を
重
ね
た
。

〔
臺
国
く
こ
と
へ
の
意
欲

こ
れ
ま
で

自
分
の
た
め

ｊ
に
書
き
続
け

》
た
宗
子
さ
ん

洞
だ
が
、
亟
上
奴

輔
四
年
、
鯉
以

本
の
犀
添
哩
誌
の

霧
執
筆
を
依
頼

日
さ
れ
、
以
後

戦
争
体
験
な

ど
の
原
稿
を

か
ば
か
り
で
あ
っ
た
ろ

う
。
し
か
し
、
最
晩
年

ま
で
筆
を
と
り
続
け
た

宗
子
さ
ん
に
心
か
ら
敬

意
を
表
し
た
い
。

③
日
記
が
注
目
さ
れ
、
当
会
と
の
交
流
開
始

平
成
八
年
一
月
、
宗
子
さ
ん
の
日
記
が
地

方
紙
に
紹
介
さ
れ
る
。
そ
れ
を
機
に
島
代
表

と
の
出
会
い
が
あ
り
、
当
会
と
の
関
わ
り
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
日
記
に
も
「
島
先
生
」
の

名
が
非
常
に
多
く
見
ら
れ
、
「
書
く
こ
と
が

生
き
が
い
だ
っ
た
」
と
い
う
宗
子
さ
ん
に

と
っ
て
、
島
代
表
や
辿
云
云
の
存
在
が
晩
年
の

支
え
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
う
と
、
改
め
て
感

慨
を
深
く
す
る
次
第
で
あ
る
。

④
心
情
の
吐
露

平
成
期
に
な
る
と
、
一
日
一
行
の
な
か
に
、

行
動
の
記
録
だ
け
で
な
く
、
感
情
を
綴
る
こ

と
も
増
え
て
き
た
。
ノ
ー
ト
の
あ
い
て
い
る

ペ
ー
ジ
に
自
作
の
短
歌
や
、
随
想
、
ま
た
絵

な
ど
も
多
く
を
書
い
て
い
る
。

⑤
身
体
の
不
調
に
悩
む

平
成
十
三
年
十
月
、
く
も
膜
下
出
血
で
亡

く
な
ら
れ
た
宗
子
さ
ん
だ
が
、
平
成
期
の
日

記
に
は
、
体
調
の
記
載
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ

る
。
特
に
、
腰
痛
膝
痛
に
悩
ま
さ
れ
、
何

度
も
入
院
。
活
発
な
宗
子
さ
ん
ゆ
え
、
思
う

よ
う
に
身
体
が
動
か
な
い
こ
と
の
辛
さ
は
い

や

（
イ
ラ
ス
ト
は
一
零
丁
さ
ん
画

＝

書
く
機
会
が
増
え

る
。
日
記
か
ら
も

根
を
詰
め
て
机
に

向
か
う
様
子
が
窺

え
る
。
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平成期の日記からみる宗子さんの生活
(多年継続している年間行事､畑仕事､花づくり等以外の活動をとりあげた）

平成

(西暦）

満年齢

トピックス
｢太字」内は日記の原文

諸活動く（ ）内は日記に

書かれた回数〉

･軍恩活動の第一線から退く

．9月に腰痛（腰椎ヘルニア）

･昭和天皇崩御、平成と改元

どりの永遠に変わらじ」

(松本支部婦人部長退任)。

入院。

｢1/8世の中の時世変われど変わらぬものは松のみ

老人クラブ（22）

選挙応援(4)農協関連(7)

村の行事（6）

松風園（12）軍恩（6）

元年

(1989）

73歳

老人クラブ（3）軍恩（2）

選挙応援（3）農協関連（2）

松風園（19）通院（113）

・誠さん17回忌。

･右手骨折入院（2月～5月)。…リハビリのため、各種活動は制限。しかし、足は大丈

夫であったため、松風園へは頻回訪問。

2年

(1990）

74歳

3年

(1991）

75歳

老人クラブ（12）軍恩（4）

松風園（12）通院（46）

・2月に腰椎の検査。腰痛で寝込むこと多し。書き物、書道に励む。

･脳梗塞で入院（10月～12月)。 「病院の窓から見る故郷の入いかにおはすや」

(15）軍恩（2）

(踊り）

通院（21）

･入山辺宮原神社御柱見立て、山出し（二女の夫久さん年番)。

･10月「出張所の教育委員会へいく」…入山辺地区の民俗についてまとめて刊行する事

業についての説明か。 （平成8年『山家民俗誌』が刊行される）

4年

(1992）

76歳

老人クラブ

地区文化祭

松風園（9）

老人クラブ（15）軍恩（4）

地区文化祭（踊り）老人大

学選挙応援(2)松風園(11）

･入山辺宮原神社御柱祭り（久さん年番)。

･民俗誌刊行に向けて3月に会議が招集。宗子さんも執筆陣の一員として会議に参加。原

稿書きに追われる。

5年

(1993）

77歳

老人クラブ

地区文化祭

松風園（11）

(17）軍恩（2）

(踊り）敬老会

踊りを見に

6年

(1994）

78歳

・精力的に原稿書きに取り組み、 12月に提出。そのためか、以前骨折した右手の痛みが

続く。

・自宅に大きな夕顔が咲き、松本の地域紙「市民タイムス｣、テレビの取材を受ける。

老人クラブ

地区文化祭

松風園（16）

(7)軍恩（4）

(踊り）敬老会

通院（67）

･膝の痛みが激しく、水を抜く治療を続け、 12月末には転倒して入院。

･民俗誌執筆が契機か、行事の記載が詳しくなる。「1/18蜂粥にて、十五日の朝神棚各

神様にお餅粥を下げ、火にあぶり焼いて食(－年中毒虫にササレないと言ふ)」

7年

(1995）

79歳

･松風園の園歌を作詞、曲をつけてもらい、テープを作成、多くの知人に贈る。

・ 1月、宗子さんの日記が、 「市民タイムス」に紹介される。島代表との出会いがあり、

6月には松本での島代表の講演会に宗子さんも同行。

｢2/11千葉から島先生来る。一日たのしい話が出来た」

｢5/20島先生より電話あり。嬉しかった」

・日記が注目を浴び、島代表との交流が始まったためか、一日の記述が細かく書かれ、と

ても充実した生活との印象。

･島代表が「信濃毎日新聞」に連載記事を執筆（『女の歳月｣)。宗子さんのことも4月か

ら6月まで記事で紹介。「4/27女の歳月今日もくるかと楽しみに待つ」

･趣味の書道で県歌「信濃の国」を書き表装して知人に贈り、色紙書きも続ける。
･11月に転倒、手を痛めギプスの生活に不自由するが、市民文化祭に参加。

･入山辺宮原神社御柱見立て、山出し（久さん総代)。

･身体の不調に悩む。 5月には日記の会2周年のつどいに、 10月には信仰する木曽御嶽
山の先祖供養（祖霊殿祭）に参加の希望があったが、いずれもかなわず。

･11月の地区文化祭で踊った翌日高血圧で入院。お見舞いのお返しに悩む。
･隣家のボヤを発見、宗子さんの知らせで7人がかりで消し止める。

老人クラブ（10）老人大学

地区文化祭松風園（12）

通院（29）

※島代表の名 （12）

8年

(1996）

80歳

老人クラブ（5）老人大学

地区文化祭（踊り、出品）

軍恩､松風園(13)通院(20）

原稿、書き物（10）

県歌書く （25）

※島代表の名（12）

9年

(1997）

81歳

老人クラブ（2）老人大学

軍恩（3）敬老会書き物

区文化祭（踊り、出品）

通院（31）松風園（10）書

き物(14)※島代表の名(11）

年
畑
歳

０
９
２

１
，
８’
老人クラブ（1）老人大学

地区文化祭（踊り、出品）

敬老会軍恩（2）松風園

書き物（19）通院（17）

11年

(1999）
83歳

･誠さん27回忌。

地区文化祭（出品）

書き物（16）

通院（47）

※日記の会への思い

12年

(2000）

84歳

｜ ’ 年末には200枚もの年賀状を手書きする。
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石川島造船にて40代平野仁蔵さん(右）

Ⅷ
昭
和
二
十
七
年

Ⅲ
四
十
五
歳
（
下
）
。

◆
社
会
状
況
と
労
働
環
境

昭
和
二
十
七
年
。
平
野
仁
蔵
さ
ん
四
十
五

歳
。
結
婚
全
‐
二
月
十
七
日
）
し
、
新
生
活

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
年
で
あ
る
（
前
号
で
記

述
）
。
こ
の
年
は
講
和
条
約
の
発
効
に
よ
り

日
本
が
漸
く
独
立
を
達
成
し
た
年
で
あ
り
、

朝
鮮
特
需
に
よ
っ
て
藤
実
界
は
這
気
つ
き
国

民
生
活
も
次
第
に
向
上
の
兆
し
を
見
せ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
今
回
は
平
野
さ
ん
の
日
記
か

ら
こ
う
し
た
社
会
状
況
が
窺
え
る
個
所
を
選

ん
で
読
み
進
め
て
み
た
。

勤
務
先
は
「
石
川
島
造
船
」
。
好
景
気
に
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一
月
十
二
日
北
風
の
冷
た
い
一
日
。
雪
国
で
は
大

吹
雪
に
悩
ん
で
い
る
だ
ぅ
っ
。

一
月
三
十
日
一
金
無
難
末
で
疲
れ
て
帰
宅
。
弟
の
支

度
し
て
置
い
た
夕
食
の
膳
に
座
り
空
腹
に
飯
を
慌
た

だ
し
く
か
き
込
む
。

二
月
三
日
再
軍
陛
叩
防
衛
隊
増
設
と
か
。

二
月
十
一
日
産
経
新
聞
を
買
っ
て
電
車
の
中
で
証

券
界
や
商
品
市
場
の
動
き
を
一
通
り
眼
を
通
す
。

二
月
十
七
日
啄
木
の
う
た
「
働
け
ど
働
け
ど
我
が

く
ら
し
楽
に
な
ら
ず
手
を
じ
っ
と
見
る
」
を
地
で
行

く
よ
う
な
自
分
の
峠
乏
蝿

三
月
二
十
一
日
「
週
刊
朝
日
」
を
求
む
。

四
月
十
日
「
木
星
号
」
遭
難
○
石
川
島
の
重
役
西

安
定
し
始
め
た
生
活

支
え
ら
れ
仕
事
は
活
況
を
呈
し
て
い
た
。
労

働
時
間
は
八
時
’
四
時
。
八
時
ｒ
Ｌ
ハ
時
。
八

時
ｒ
髭
藥
翌
朝
帰
宅
の
三
パ
タ
ー
ン
。
墓
禾

給
は
六
千
円
弱
で
一
万
円
稼
ぐ
た
め
残
業
が

必
要
だ
っ
た
。
冬
は
寒
風
吹
き
す
さ
ぷ
甲
板

で
、
夏
は
暑
い
船
底
で
の
労
働
で
、
相
当
き

つ
い
仕
事
だ
っ
た
が
、
厚
生
施
設
も
揃
い
、

風
呂
、
食
堂
も
一
窪
燗
し
、
経
蒲
町
に
も
安
定

し
て
き
た
。
平
野
さ
ん
は
日
記
と
共
に
そ
の

日
の
収
支
を
付
け
て
い
る
が
無
駄
遣
い
は
な

く
預
金
も
し
た
。
弟
達
か
ら
の
借
金
甲
し
込

み
に
も
快
く
応
じ
て
い
る
。

lllll lllll1111

崎
氏
も
死
一
室

四
月
二
十
日
パ
チ
ン
コ
屋
に
入
り
二
百
円
も
使
っ

て
し
ま
う
。

五
月
十
七
日
ス
ト
決
行
の
指
令
あ
り
。
タ
バ
コ
の

味
で
そ
の
日
の
体
調
が
分
か
る
。

六
月
五
日
青
森
か
ら
兄
と
姪
圭
皐
。
上
野
公
園
Ｉ

宮
城
１
日
比
谷
Ｉ
銀
座
を
案
内
す
。

杏
昌
十
二
日
戦
俊
凛
囎
古
着
の
作
業
ズ
ボ
ン
を

買
い
に
行
く
。
卜
野
界
隈
の
に
ぎ
わ
い
、
商
画
卿
醗
暑
電

七
月
一
千
一
日
古
橋
広
之
進
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
蚕
臘
聡

七
月
二
十
八
日
神
田
で
英
和
辞
典
三
百
小
十
円
で

求
む
。

八
月
六
日
友
人
と
会
い
、
浅
草
「
神
谷
バ
ー
』
で

1 平野仁蔵さん昭和27年給与表
一

注
①
給
与
は
毎
月
調
日
支
給
。
注
②
無
尽
呈
定
の
掛
け
金
を
出
し
て
、
組
合
員

が
一
定
期
日
に
入
札
で
優
先
的
に
融
通
の
権
利
を
得
る
仕
組
み
の
組
合
籟
母
子
講
）
。

注
③
こ
の
年
の
物
価
は
、
精
米
叩
灼
６
２
０
日
新
聞
購
読
料
１
ヵ
月
分
２
５
０
円

含
物
価
の
文
化
史
事
典
』
展
望
社
）

’
１
二心
緒

す
変
妥

記
大
で

と
ら
．
円

々
か
き
叩

切
求
れ
引
０

犠
睡
｝
一
躍
酎
細

項

迦
鼬
唾
抑
露
頒

事

出

却
擬
工
合
る
３
円
１
支

日

繩
嶬
儒
砕
嬬
鋤
．
》
誰
岬
蒲

給

貧

記

支

脚
釦
榊
諏
一
柳
辮
搾
詫
唾
岬
銅

日蔵

仁
１
３
５
２

野
帥
轄
鍬
罐
韓
一
酬
晒
加
翠
需
羅
月

平
毎

特記事項手取金額S27/月

Ｉ
9.914円 ｜本給は5,845円1月

記述なし2月

3月 11,800円

4月 10,194円

飲
む
。
自
分
は
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
少
し
。

十
月
一
日
総
畔
裟
需
帆
足
計
に
投
票
す
る
。
浅
草

美
人
座
で
ス
ト
リ
ッ
プ
を
観
る
ｃ
郷
里
よ
り
縁
談
の

性
手
紙
あ
２

十
一
月
二
日
見
合
い
に
備
え
三
越
本
店
に
て
背
広

を
注
文
。

十
一
月
十
九
日
縁
談
の
件
で
帰
郷
．
叔
父
が
ど
ん

ど
ん
進
め
「
樽
入
れ
」
ま
で
済
襄
賂

十
一
月
二
十
四
日
即
答
を
反
貧
自
分
一
生
の
失

蕊
鴛
鮮
富
の
た
め
葉
町
へ
．

十
二
月
二
十
八
日
新
宿
で
妻
の
靴
買
う
（
二
、

六
（
ｘ
）
円
）
。

10‘929円5月

15.999円6月

7月 12,000円

記述なし8月

’ 9月

10月

11月11月

14,000円

14,000円

記述なし

12月 10.900円
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平
成
二
十
五
年
二
月
四
日
（
月
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
和
装
教
育
国
民
審
議
会
の
グ
ル
ー

プ
会
議
に
新
調
の
魚
沼
裂
き
織
紬
の
き
も
の

と
、
赤
城
紬
の
袋
帯
で
行
く
。
支
部
長
欠
席

の
た
め
、
委
員
十
四
名
の
会
議
進
行
を
任
さ

れ
た
。午
後
千
葉
校
の
認
定
証
書
き
を
依
頼
さ
れ

る
。
わ
た
な
く
さ
ん
の
邉
と
い
う
字
の
し
ん

に
ょ
う
に
、
点
が
ふ
た
つ
あ
る
と
い
う
こ
と

を
知
っ
た
。
人
名
の
難
し
さ
を
あ
ら
た
め
て

知
る
。
一
宇
日
記
邉

平
成
二
十
五
年
一
月
一
日
（
火
）

初
日
の
出
七
時
四
十
五
分
を
少
し
遅
れ
て
我

が
家
の
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
拝
む
。
こ
こ
数
年
二
人

で
過
ご
す
元
旦
が
多
く
な
っ
た
。
味
鮴
だ
け
の

お
屠
蘇
で
新
し
い
年
を
祖
弘

塩
竈
の
友
人
の
年
賀
状
で
二
月
太
宰
府
で
開

催
の
互
楽
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
お
誘
い
を
受
け
る
。

明
日
来
客
の
水
炊
き
鍋
の
準
備
と
》
翌
型
点
を

作
る
。
年
賀
状
す
れ
違
い
分
十
二
枚
投
函
。

一
字
日
記
鮴

平
成
二
十
五
年
三
月
八
日
（
金
）
つ
ち
参
尋

漢
字
検
定
一
級
問
題
に
挑
戦
。
霊
が
読
め

な
か
っ
た
。
気
象
用
語
で
黄
砂
の
降
る
様
子

の
こ
と
を
言
う
そ
う
だ
。

尋
古
川
喜
代
子’

平
成
二
十
五
年
五
月
十
日
（
金
）

真
夏
日
の
気
温
。
自
分
史
と
ど
ろ
き
の
特

集
号
編
集
日
。
『
時
代
を
駆
け
る
吉
田
得
子

日
記
』
が
岡
山
で
お
里
帰
り
展
示
会
開
催
と

聞
き
、
会
員
の
感
想
文
を
編
集
。
特
別
に
表

紙
を
和
紙
で
作
っ
た
五
冊
を
島
先
生
に
送
る
。

漱
石
『
三
四
郎
』
の
モ
デ
ル
と
い
わ
れ
る

独
文
学
者
小
宮
典
隆
氏
に
あ
て
た
直
筆
の
手

紙
な
ど
、
資
料
が
遺
族
か
ら
福
岡
県
の
み
や

こ
町
に
寄
贈
さ
れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
報

道
さ
れ
た
。
一
宇
日
記
漱

平
成
二
十
五
年
四
月
三
日
（
木
）

風
速
四
十
メ
ー
ト
ル
を
記
録
し
た
。
銚
子
・

千
葉
も
春
の
嵐
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
第
三
回

Ｎ
Ｐ
Ｏ
役
員
〈
莞
組
織
と
運
営
方
針
の
違
う

き
も
の
四
団
体
が
足
並
み
を
揃
え
る
と
い
う

こ
と
は
か
な
り
難
し
く
、
論
議
も
喧
々
舅
々
・

質
疑
応
答
も
白
熱
。
し
か
し
会
議
が
終
わ
れ

ば
、
き
も
の
が
大
好
き
な
人
た
ち
だ
か
ら
和

気
藷
々
。
一
字
日
記
函
冥

第
八
十
二
回
自
分
史
と
ど
ろ
き
の
勉
強
会

の
日
。
今
回
は
文
集
第
八
集
編
集
の
総
ま
と

め
。
話
題
の
中
心
は
第
九
集
へ
の
意
気
込
み

に
心
強
さ
を
感
じ
た
。
一
字
日
記
《
蕊

平
成
二
十
五
年
六
月
三
日
（
月
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
グ
ル
ー
プ
会
議
後
、
支
部
長
の
お

平
成
二
十
五
年
十
月
十
九
日
（
土
）

万
葉
講
座
の
資
料
整
理
。
四
十
一
代
の
持

続
天
皇
の
幼
名
は
鶴
野
皇
女
（
う
の
の
ひ
め

み
こ
）
と
い
い
、
三
十
八
代
天
智
天
皇
の
娘

で
あ
る
。

タ
レ
ン
ト
の
神
田
う
の
さ
ん
は
、
父
親
が

持
統
天
皇
の
幼
名
か
ら
命
名
し
た
（
？
）
と

平
成
二
十
五
年
八
月
十
二
日
（
月
）

Ｔ
病
院
か
ら
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
病
院
へ
転
院
。
こ
れ
か
ら
が
正
念
場
で

試
練
は
乗
り
越
え
て
い
か
ね
ば
と
思
う
。
午

後
は
一
日
早
い
墓
一
葦
福
岡
勤
務
の
息
子
に
代

わ
り
娘
夫
婦
が
頼
み
の
綱
。
こ
の
と
こ
ろ
疲
労

困
倣
。
「
も
う
少
し
冷
静
沈
着
な
母
と
思
っ
た
」

と
娘
。
一
宇
日
記
転

平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
八
日
（
日
）

父
の
命
日
。
姉
と
妹
と
待
ち
合
わ
せ
を
し

て
実
家
に
墓
参
に
行
く
予
定
だ
っ
た
。
家
を

出
る
五
分
前
夫
が
倒
れ
て
救
急
車
の
お
世
話

に
な
る
。
脳
梗
塞
で
あ
っ
た
。
Ｔ
脳
神
経
外

科
病
院
入
院
。
午
後
娘
が
来
て
く
れ
た
。
日

記
は
翌
日
記
入
。
一
宇
日
記
梗

供
で
、
県
庁
の
教
育
振
興
課
指
導
係
へ
表
敬

訪
問
。
そ
の
後
、
市
立
幸
町
第
二
中
学
校
へ

七
月
の
家
庭
技
術
科
和
装
体
験
講
座
の
打
ち

合
わ
せ
に
。

事
務
局
に
帰
校
後
、
一
週
間
後
の
東
葛
・

葛
南
地
区
の
中
学
校
家
庭
科
担
当
者
の
研
修

会
授
業
案
と
講
義
内
容
と
そ
の
資
料
を
提
出

し
、
快
諾
後
、
受
講
者
百
名
分
の
印
刷
を
し

て
帰
宅
。
｜
字
日
記
画
味

（
解
説
）

十
回
の
拙
い
日
記
を
読
ん
で
下
さ
い
ま
し
て

東
北
か
ら
九
州
ま
で
応
援
あ
り
が
と
一
乳
」
ざ
い

ま
し
た
。
継
続
は
力
な
り
。
今
後
も
、
一
宇
日

記
と
い
う
道
を
歩
み
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日
（
火
）

結
婚
し
て
五
十
年
目
。
歳
末
歳
始
を
一
人

で
過
ご
す
。
初
め
て
の
経
験
。
介
護
の
た
め

の
住
宅
改
修
が
未
完
成
な
の
で
退
院
は
一
月

の
予
定
。

今
年
の
三
大
ニ
ュ
ー
ス
。
夫
の
入
院
。
私

の
脳
ド
ッ
ク
検
診
。
「
日
記
ろ
ま
ん
」
六
回
完

稿
。
新
し
い
歳
が
更
に
飛
躍
の
歳
に
な
り
ま

す
よ
う
。
一
字
日
記
歳

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
九
日
（
金
）

「
朝
か
ら
驚
か
せ
て
す
み
ま
せ
ん
」
。
娘
の

電
話
に
足
が
疎
ん
だ
。
庭
に
駐
車
し
て
あ
っ

た
ワ
ゴ
ン
車
に
前
の
家
の
車
が
、
田
扉
を
破
っ

て
突
っ
こ
ん
で
き
て
後
部
が
大
破
し
た
と
い

う
の
だ
。

夫
の
見
舞
い
に
病
院
へ
二
人
で
行
く
約
束

を
し
て
い
た
が
一
人
で
電
車
で
行
っ
た
。
事

故
の
こ
と
は
夫
に
は
話
せ
な
か
っ
た
。

一
宇
日
記
球

講
師
が
話
し
た
と
ノ
ー
ト
に
記
し
て
あ
っ
た
。

｜
字
日
記
鶴’
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て
、
近
年
の
研
究
お
よ
び
地
域
で
の
埋
も
れ

た
記
憶
の
掘
り
起
し
運
動
の
成
果
と
意
義

を
、
現
在
の
社
会
状
況
を
踏
ま
え
て
示
す
労

作
・
中
で
も
「
千
葉
県
で
の
朝
鮮
人
虐
殺
の

解
明
と
記
憶
の
継
承
に
つ
い
て
」
「
記
録
映

画
『
隠
さ
れ
た
爪
痕
』
と
『
払
い
下
げ
ら
れ

た
朝
鮮
人
堂
は
特
に
興
味
深
い
。
担
当
の

（
関
東
大
震
災
九
十
周
年
記
念
行
事
実
行
委
員

会
、
３
０
０
０
円
十
税
）

作
成
中
。
経

過
や
苦
労
話

を
直
接
聞
か

せ
て
頂
く
幸

運
に
感
謝
。

★
『
関
東
大
奉
凄
火
記
憶
の
継
承
』

★
『
五
士
風
日
記
古
書
店
の
原
風
景
』

（
五
士
風
日
記
刊
一
旦
蚕
笠
間
壹
屍
２
４
０
０

円
十
税
）

昭
和
二
十
八
年
山
形
県
か
ら
上
京
し
た

十
九
歳
の
五
士
風
智
が
、
神
保
町
古
書
店
「
南

海
堂
」
の
店
員
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
ナ
年

後
に
独
立
し
早
稲
田
で
五
十
嵐
書
店
を
開
業

す
る
。
そ
の
直
一
理
ま
で
の
日
記
だ
。
神
保
町

の
変
化
や
雰
囲
気
が
よ
く
伝
わ
る
。
ま
た
地

方
か
ら
‐
壬
星
す
る
当
時
の
若
者
の
日
常
生
活

も
ち
ょ
っ
と
し
た
記
述
か
ら
垣
間
見
え
る
。

ち
な
み
に
日
記
刊
行
会
の
メ
ン
バ
ー
の
一

人
・
中
野
綾
子
さ
ん
は
墾
量
室
で
日
記
目
録
を

九
十
国
廻
午
を
迎
え
た
閨
束
弁
余
濤
欠
に
つ
い

い
す
み
市
の
木
原
薫
さ
ん
よ
り
電
話
を
頂

く
。
祖
父
の
日
記
類
を
寄
贈
し
た
い
と
の
こ

と
。
当
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
活
動
を
知
っ

た
由
。
さ
っ
そ
く
大
正
・
昭
和
時
代
の
沢
山

の
日
記
や
写
真
、
勉
強
ノ
ー
ト
が
詰
ま
っ
た

段
ボ
ー
ル
箱
四
つ
が
届
い
た
。
筆
者
の
百
瀬

勝
氏
は
長
野
県
松
本
市
で
教
師
を
し
て
お
ら

れ
た
。

き
た
一
代
の
日

記
は
『
手
紙
が
語

る
戦
争
』
に
も

紹
介
さ
せ
て
も

ら
っ
た
立
派
な

も
の
。
ご
長
男

夫
妻
も
同
席
で

寄
託
書
交
換
後

島
宅
に
移
っ
た
。

★
膨
大
な
日
記
の
寄
託
・
寄
贈
が
続
く

三
笠
型
ま
で
は
夫
妻
で
活
動
に
参
加
し
て

お
ら
れ
た
宮
原
正
幸
氏
か
ら
お
電
話
を
頂
い

た
。
「
大
事
に
し
て
き
た
日
記
だ
が
、
思
い

切
っ
て
預
け
た
い
。
取
り
に
来
て
ほ
し
い
」

と
の
こ
と
。
昭
和
十
三
年
か
ら
書
き
続
け
て

氏
も
八
千
代
市
任
人
。
因

で
あ
る
。
小
薗
さ
ん
と
島
代
表
▼

小
薗
崇
明
氏
は
当
会
青
年
部
部
長
代
理
。
昨

秋
、
博
士
号
を
取
る
気
鋭
の
研
究
者
で
あ
る
。

版
元
の
日
本
経
済
評
諮
瑚
辿
社
長
の
栗
原
哲
也

氏
も
八
千
代
市
住
人
。
因
縁
を
感
ず
る
一
冊

■
■
■
房
Ｂ
■
ア
毎
万
。
１
日
■
■
『
中
降
』
■
Ｒ
ｌ
Ｌ 雲

参
曙
唾
Ｙ
妙

宮原さん夫妻（右）
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Ｅｏ
五
月
十
四
日
（
水
）
定
例
会

五
月
二
十
八
日
（
水
）
、
六
月
三
日
（
水
）
、
十
二
日
（
金
）
つ
ど
い
の
準
備

囮
★
弊
鯛
誌
齪
計
苑
罹
渉
榧
叫
時
～
十
六
時

十
時
～
十
二
時
ま
で
展
示
一
般
公
開
／
開
場
十
二
時
／
総
会
十
二
時
半

つ
ど
い
開
演
十
三
時
。
講
演
、
ト
ー
ク
、
日
記
展
、
懇
親
会

★
ご
寄
付
に
感
謝
し
ま
す

秋
本
シ
ゲ
子
、
伊
藤
幸
一
、
伊
藤
久
恵
、
石
部
日
出
夫
、
大
橋
愛
子
、
長
田
松
代
、

鎌
田
芳
寛
、
折
々
の
記
、
川
名
房
子
、
笹
野
美
枝
、
関
根
栄
、
鈴
木
千
代
子
、
高

橋
書
店
、
と
ど
ろ
き
自
分
史
、
永
島
静
香
、
二
瓶
幸
子
、
松
本
喜
美
子
、
目
黒
早

苗
他
の
皆
様
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

★
島
代
表
『
親
な
き
家
の
片
づ
け
日
記
信
州
坂
北
に
て
』
（
み
ず
の
わ
出
版
、
４
２
０
０
円

十
税
）
出
版

実
家
の
片
づ
け
と
畑
の
世
話
に
千
葉
か
ら
信
州
ま
で
通
っ
て
十
年
。
そ
の
間
の
日

蕨
雲
雲
謹
謹
”

心
べ
鰄
詔
妃
よ
り
ス
タ
ッ
フ
だ
よ
り

心

吉
田
得
子
さ
ん
の
本
が
出
版
さ
れ
て
か
ら
少
し
ず
つ
そ
の
後
の
日
記
を
読
ん
で
い
ま
す

が
、
自
分
と
同
年
齢
の
得
子
さ
ん
に
触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
長
年
書
き

続
け
た
日
記
は
昭
和
三
十
六
年
五
十
冊
目
で
終
っ
て
し
ま
い
、
数
年
途
絶
え
て
八
十
三
歳
の

時
に
家
計
簿
に
書
か
れ
た
筆
圧
の
弱
く
な
っ
た
記
述
が
最
後
の
一
冊
で
し
た
。

昭
和
三
十
六
年
得
子
さ
ん
七
十
歳
、
昭
和
三
十
年
ご
主
人
が
亡
く
な
り
独
り
暮
し
に
な
り
、

姪
御
さ
ん
達
が
泊
ま
り
に
来
た
り
度
々
訪
ね
て
く
れ
た
り
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
田
畑
の
作

業
や
木
の
葉
か
き
、
き
の
こ
狩
り
は
欠
か
さ
ず
、
近
所
や
知
人
が
訪
ね
て
来
て
は
相
談
事
に

の
り
、
地
域
の
活
動
や
婦
人
会
の
役
員
も
積
極
的
に
継
続
し
て
お
り
、
テ
レ
ビ
で
は
大
好
き

な
野
球
の
試
合
を
楽
し
み
、
長
期
間
北
海
道
旅
行
に
出
か
け
、
帰
宅
後
は
留
守
中
の
新
聞
を

全
部
読
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。
足
の
痛
み
が
長
引
き
通
院
時
は
知
人
の
お
見
舞
い
を
兼
ね
て

い
ま
し
た
。
「
昼
寝
な
ど
し
て
気
楽
に
過
ご
す
」
と
い
う
記
述
か
ら
は
気
ま
ま
な
独
り
暮
ら

し
の
様
子
が
窺
え
ま
す
が
、
年
末
の
仕
事
は
他
人
様
の
助
け
を
借
り
、
庭
に
は
い
つ
も
花
を

育
て
て
、
切
っ
て
は
お
す
そ
分
け
を
し
家
の
中
に
も
生
け
て
い
た
の
は
、
ご
主
人
へ
の
手
向

け
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
（
高
崎
明
子
）

★
今
後
の
予
定

○
四
月
八
日
（
水
）
定
例
会
・
史
料
班
研
究

八
千
代
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
十
三
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